
図1　ものづくり大学校（外観）
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1. はじめに

兵庫県は、播磨･阪神地域を中心に、全国有数の工
業地帯を有する「ものづくり県」です。重厚長大型産
業の大企業から、優れた技術やノウハウを有する中
小企業、多彩な地場産業や住宅生活系技能の産業に
至るまで、幅広く産業が集積しています。しかし一方
では、これを支えてきた技能の継承や人材の確保が
深刻な課題となり、兵庫の強みである｢ものづくり｣
の基盤を一層強めていくためには、人材育成の新た
な拠点を整備する必要性が高まりつつありました。
こうした状況から、兵庫県立ものづくり大学校は、
①次代を担う人材育成、②匠の後継者育成、③技能
レベルに応じた在職者訓練などを行う「姫路職業能
力開発校」と、④中学生を主対象としたものづくり
体験を通して職業教育を行う ｢ものづくり体験館｣
を一体的に整備し、学校教育から職業生活までの各
段階に応じた総合的・体系的な人材育成拠点（=大
学校）として、開校しました。図1に外観を示します。

2. 姫路職業能力開発校

当校は、70年にわたり姫路の地で職業訓練を行い、
幾多の変遷を経て、平成23年4月、「姫路職業能力開
発校」として新たに開校しました。
これまでの修了生は一万人を優に超え、多くの

方々が播磨地域を中心に産業界で活躍され、兵庫県
下のものづくりを支えています。

（1）	新たなものづくり人材と後継者の育成
姫路職業能力開発校では、新規学卒者および求職

者を対象とした1年間の職業訓練（住宅系、機械系
および金属系分野：計7コース）と、求職者を対象
とした6ヶ月間の職業訓練（機械CADおよび情報ビ
ジネス：計2コース）を行っています。表1に訓練コー
ス概要を示します。いずれのコースも実習訓練を中
心とし、基礎的な技能習得はもちろんのこと、それ
ぞれの専門について高度で多様な実習に取り組んで
います。例えば、一般住宅にも普及が進んでいる太
陽光発電設備の施工工事（住宅設備コース：図2）
など時代に即した先進的な実習や、在来軸組工法の
模擬住宅を活用した左官作業などの伝統的技能の後
継者育成にも資する実習など、特徴のある様々な実
習を行っています。
受講する訓練生の年齢構成や経歴は様々ではあり

ますが、各人が、目指す就職に向け、国家試験や技
能検定などの資格取得にも意欲的に取り組んでいま
す。また、訓練生の中には、日頃の訓練で習得した
技能・技術を発揮し、さらなる技能向上を図るため、
全国の職業訓練生と技を競う「若年者ものづくり競
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図2　太陽光発電設備の施工実習

表1　訓練コースの概要

表2　企業在職者訓練の講座概要

（a）1年コース（4月入校）

（b）6ヶ月コース（4、10月入校）
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技大会」などに出場する者もおり、訓練に対する真
剣な取り組みがなされています。
最近は、各企業が積極的に人材を採用しているこ

ともあり、高い就職率を確保していますが、その一
方で、当校への入校希望者数は減少傾向にあります。
しかし、そのような中でも入校率90%超を維持でき
ているのは、当校修了生の社会での活躍などが、着
実に地域で評価されているものと考えています。

（2）	企業在職者の技能向上と技能継承への支援
中小企業を主な対象として、企業在職者の技術・

技能の向上を目的に在職者訓練を実施しています。
訓練内容は、企業等ニーズに的確に対応するため、

姫路市をはじめとした播磨地域の115企業・団体で
構成される「播磨ものづくり技能ネットワーク協議
会」などからのヒアリングやアンケート結果も踏ま
え、コース内容や実施方法などを検討しながら拡充
させ、年間約800名の企業在職者が受講されます。
表2が企業在職者訓練の講座概要です。
この中で特に特徴的なコースは、ものづくり技能

応用講座の「汎用旋盤技能習得コース」です。図3
に訓練風景を示します。
このコースは、実習をとおして汎用旋盤（テクノ

ワシノ製）の操作方法等を学び、切削加工における
熟練技能の後継者育成を図る目的で、当校開校時か
ら実施しています。入社5年目までの中堅・若手技
能者を対象としており、受講者は5〜10月の毎週1回
を当校で講座を受講し、計18回（108時間）をかけて
技能検定2級課題の製作技能の習得に取り組みます。



図3　汎用旋盤技能習得コース 図4　ものづくり体験館内の展示
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講師には、汎用旋盤作業の熟練技能を有した企業
OBを招き、切削作業の見本を示しながら長年培っ
た勘とコツを丁寧に指導されます。
汎用旋盤での切削加工が初心者である受講者は、
普段経験していない作業に当初は戸惑いながらも、
日増しに腕前を上げていく様子が見受けられます。
講座後のアンケートでは、
・分からないことだらけだったが、作業をやってい
くうちにできるようになった。
・汎用旋盤での加工の重要性が身に染みて分かっ
た。

・会社で先輩たちが仕事の話をしているときでも、
その話題について行けるようになった。

などの回答を得た一方で、
・講座日数を増やして欲しい。
・学科もあれば受講したい。
などのご要望もいただき、今後の講座運営にも反映
させていきたいと考えています。

3. ものづくり体験館

将来の進路を考える上で重要な時期となる中学生
等に対し、ものづくりへの関心を高め、職業として
のものづくりの魅力を伝えるため、職業教育の一環
として、本格的なものづくり体験の機会と場を提供
する施設として、平成25年1月に新たな施設として
整備されました。
当体験館は、非常にユニークな構造で、5階建て
コンクリート造の外観は、ものづくり現場を感じさ

せる「道具箱を積み重ねたイメージ」となっていま
す。また、建物内部も建築素材を大胆に使用し、も
のづくりを感じさせる工夫があふれています。
1階の展示学習スペースでは、「兵庫が誇る多彩な

ものづくり」、「家づくり」、「服や着物づくり」、「料
理や菓子づくり」、「暮らしの中に活きる技」を体感
できるモノを展示し、できるだけ自由に触れること
ができるようにしています。図4に館内の展示の一
部を示します。
2階から5階までは、体験学習や体験講座を実施す

る際に使用する8つの工作室（調理室、被服室、金
工室、木工室等）とオリエンテーションルームを備
えています。それぞれの工作室は専用の工具、用具
を備えており、様々なものづくりが体験できます。
当体験館では、ものづくりの奥深さ、楽しさを理

解していただくため、主に以下の2つの事業を実施
しています。

（1）	ものづくり体験学習
県下の優れた技能者の中で技能の伝承及び後継者

の育成に熱意を持つ者を兵庫県では「ひょうごの匠」
に認定しています。ものづくり体験学習は、その
「ひょうごの匠」やものづくり企業のOB等の熟練技
能者が講師となり、表3に示す48プログラムを用意
して、中学生（基本的に学年単位）が本格的なもの
づくりを体験するものです。
平成26年度には、県内各地の中学校のうち110校

13,306人の中学生がものづくり体験学習に取り組み
ました。本年度も110校からの申込を受けており、3



表3　ものづくり体験学習プログラム一覧

図5　中学生による造園作業体験（四つ目垣製作）
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月までの間に、1日1校の受入れを基本に体験学習を
実施しているところです。
アンケート結果を見ますと、約9割の生徒が「楽
しかった」「ものづくりやその仕事に興味を持った」
と答え、教員についても約9割が「来年度も希望する」
としており、好評を得ています。図5は中学生によ
る造園作業体験学習の受講風景です。中学生たちが、
造園技能士から「竹の性質」や造園特有の「男結び」
を学び、四つ目垣づくりを体験します。

（2）	ものづくり体験講座
大型連休や夏休み･冬休み等に中学生だけでなく
小学生から大人までを対象に、「ひょうごの匠」や

企業OBに加えて地場産業の職人等を講師として、
親子でものづくり体験ができる「親子工作教室」や、
夏休み期間に中学校の技術・家庭科教員を対象とし
た「教員体験会」などの講座を開催しています。平
成26年度には117講座1,636人が参加し、平成27年度
も夏休みまでで92講座1,122人が受講し、体験館内
は子どもたちの元気な声であふれました。

4. おわりに

本校「ものづくり大学校」は、はじめに述べたと
おり「姫路職業能力開発校」と「ものづくり体験館」
の二つからなり、小中学生、新規学卒者、離転職者、
企業等の在職者、そして小中学生の親までを対象者
として、義務教育段階からキャリア形成の各段階に
応じた、総合的・体系的な人材育成拠点としての役
割を果たすことを目的として設置されました。
「ものづくり大学校」は開校以来5年目となります
が、各方面のご支援ご協力により、その目的を着実
に果たしつつあるとの評価も頂いているところであ
り、今後とも職員一同兵庫のものづくりに資するよ
う鋭意努力してまいりたいと思っています。

<参考>
（1）兵庫県立ものづくり大学校

http://www.monodai.ac.jp/
（2）兵庫県立ものづくり大学校ものづくり体験館

http://www.taikenkan.monodai.ac.jp/


